






















 まず，難水溶性抗がん剤である Paclitaxel (PTX) を用いた有効かつ安全ながん化学療法を
達成する為，Polyethylene glycol (PEG) を親水部に，Poly(lactic-co-glycolic acid) (PLGA) を疎
水部に持つ両親媒性のブロック共重合体 (PLGA-PEG) を用いて，適切な PTX 放出特性を有
した新規 PTX 内封ポリマーナノ粒子製剤 (PLGA PN-PTX) の調製を試みた。その機能性を
多面的に評価した結果，固形がんモデルマウスに静脈内投与した PLGA PN-PTX は，腫瘍組
織へ移行した後，腫瘍組織局所において比較的速やかに PTX を放出することで，高い抗腫
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してよいか。７． PLGA-PN-PTX と PVT の組合せでどんな結果が得られるのか，検討しなか
ったのか。８．今回の PDT の新規応用法に関する知見が，ほかのがんに対しても「一般化で
きる可能性」と「一般化できない可能性」について考察を加えられたい。 
 以上に対して，十分な対応と改善がなされたため，合格と判断した。 
 
 
